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「２０２１年を振り返って」 ～新しい年へ向けて～ 

                                 校長  梅木 仁 

２０２１年もあとわずかとなりました。どんな１年でしたか？大小様々なことがありましたが、やはり新型コロナ

ウイルス感染症の猛威は私たちの生活に大きな影響を与えました。第３波、４波、５波、さらにまた新しい変異株も出

てきています。制約が多い毎日で色々なことをあきらめそうになります。そんな中でも私たちが元気になるようなニ

ュースもありました。野球の本場、アメリカ大リーグで日本人の大谷翔平選手が大活躍しました。難しいと言われて

いた二刀流での実績が評価され、アメリカン・リーグ最優秀選手（ＭＶＰ）に史上９人目の満票で選出されました。日

本人としてはイチロー選手以来史上２人目です。 

 そして、最も大きな出来事としてはやはり、オリンピック・パラリンピック東京大会の開催が挙げられるでしょう。

たくさんの選手の努力と活躍を見ることが出来た、まさに『夢の舞台』でした。その夢の舞台に立ったのは選手だけで

はありません。パラリンピックの閉会式で演奏した、ピアニスト西川悟平さんもその一人です。演奏した曲は“What 

a Wonderful World”「この素晴らしき世界」。西川さんは、これまで３回「それは絶対無理です。不可能です」と言わ

れたことがあるといいます。最初は１５歳の時。ピアノ教室に通い始めて初めて熱中できるものをみつけた思いがし

て、ピアノの先生に自分は将来音楽の大学に行きたいと話したら、「それは絶対無理」と言われたそうです。ピアノ専

攻で音楽大学に進むには、２～３歳くらいでピアノを弾き始め１日何時間も練習したような人が行くのだから、１５

歳でバイエルを弾いている状態ではとても無理、というのが常識なのです。でも、西川さんはどうしても音楽大学に

行きたいと思い、有名な演奏家のショパン演奏を聴き、バイエルの練習から始め、数年後音楽大学に進みます。これが

絶対無理を覆したスタートになります。２回目の「絶対無理、絶対不可能」は音楽大学を卒業して数年後のことです。

生活費を捻出するために和菓子屋で働いていたころ、アメリカから来日する著名なピアニストの前座で演奏する機会

がありました。そのピアニストに「君は技術はないが伝えたいものがたくさんあるね。それをどうすれば伝わるよう

になるのか教えてあげるよ。ニューヨークに来るなら私に連絡するように」と言われます。周りの人たちには「そんな

うまい話はあるはずはない。絶対無理。ニューヨークで成功するなんて不可能」と言われてしまいます。それでも西川

さんはニューヨークに行って学び、カーネギーホールで演奏するようになるのです。しかしそんな大成功のある日、

突然指が曲がり動かなくなるという状況に陥ります。大病院などをいくつも周り局所性ジストニアという診断を受け、

「プロとしてはもちろん趣味としても演奏はできない。不可能。絶対無理」と３回目の「絶対無理」を言われてしまっ

たのです。これにはショックを受け人生のすべてを失ったように思えたそうです。しかし、友人から誘われて訪れた

幼稚園で子どもたちの前で演奏したことがすべてを変えます。子どもたちは西川さんの曲がった指などまったく気に

留めず演奏を楽しんで踊ったりしているのです。それを見て西川さんは動かすことができる指で演奏をしようと決心

します。これが今、西川さんが機能が残る７本の指でプロとして演奏を続けられる理由なのです。ピアニストとして

復帰した西川さんは新たな夢に向かい始めます。それが、東京２０２０大会の舞台で演奏することでした。「最悪の出

来事も最高の出来事に代わることがあるということを伝えたい。僕がそのことを果たせたら、それを証明できる。」西

川さんの言葉です。 

 「無理」「不可能」こんな言葉を私たちは言ったり、言われたりします。コロナ禍の今は特に、先が見えない不安も

あります。すぐに結果が求められる傾向もあるでしょう。でも、まずは目の前のこと、できることから始めるのが遠く

の夢や大きな目標への第一歩です。西川さんは、３分の曲を７年かけて弾けるようになるという気が遠くなるような

道のりからのスタートだったと言います。みなさんも２０２１年の自分を振り返り、新しい年へ向けて、まずはでき

ることから一歩ずつ始めてみてください。 
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ヤギが来ました 
１２月１６日（木）、ヤギが三中に散歩に来ました。これは「清瀬市コミュニティハウス」の運営を任さ

れている、ＮＰＯ法人「きよせラボ」による「ヤギのふれあい学習」で、１２月２２日（水）まで清明小学

校で飼育と学習を行っています。すでに昨年度から清瀬市内の小中学校でふれあい学習を行っていて、今回、

清明小に来ていることからお声かけいただき、三中の校庭まで散歩に来てもらいました。動物とのふれあい

は癒しの効果があることは良く知られています。コロナ禍で様々な制約を受け、我慢が続く三中生ですが、

ヤギとふれあい笑顔になる姿はとても微笑ましく思いました。限られた時間のため、全ての生徒とはいきま

せんでしたが教職員も含め穏やかなヤギの行動を観察、ふれあいを通して心が和む時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練（Ｊアラート） 
１２月１３日（月）に１２月の避難訓練が行われました。今回は登校直後のＪアラートによる訓練です。

Ｊアラートの放送が流れたときどのような行動をとるか。登校直後の時間で、教室で着席していない生徒が

いる状況で行いました。校内放送を利用し、Ｊアラートの放送と同じ音声を８時３１分に流しました。生徒

は放送を聴き、それぞれの場所で退避姿勢を取りました。どのように行動するかは事前に安全指導を通じて

知らせてあるものの、実際の場面では、個々の判断が必要となってきます。どのような災害においても、日

ごろの訓練は一つの事例です。いざその場面になった時に冷静にどのような行動をとるべきかを考えられ

るように、たかが訓練、面倒くさいと思わずに、真剣に取り組んでほしいと思います。訓練は本番のように、

本番は訓練のように。 

 

ボールの寄贈 
 1２月１７日（金）明治安田生命の方が来校し、サッカーボールの贈呈式が行われました。これは、Ｊリ

ーグのオフィシャルパートナーである明治安田生命が社会貢献の一環で、小中学校にボールを寄贈する取

組に三中が応募し、ボール（１つ）をいただけることになりました。ボールは、昼休みの校庭開放で活用さ

せていただく予定で、贈呈式では生徒会長が担当の方からボールを受け取りました。しばらくは、校内に展

示し、その後昼休みの校庭等の開放で生徒のみなさんに使ってもら

います。 

 

 

 

 

 

 



食育講話（リモート） 
１２月１４日（火）に校内放送を利用したリモートで健康安全委員会による食育講話が行われました。今

年度の食育は、１０月下旬から１１月上旬に『箸―１グランプリ』（お箸を使った豆移しのタイムトライア

ル）、１２月に『食事のマナー』についての講話。冬休み明けには、『冬休み食事マナーチェックシート』を

行います。今回の講話では、校内放送とＧＩＧＡ端末で作成した資料をリモートで各教室に配信し、

食事のマナーについて学びました。特に箸の使い方については、どのクラスも映像を食い入るよう

に見ていてマナーについて改めて理解することができました。健康安全委員会のみなさん、ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器活用の工夫 
 三中ではＧＩＧＡ端末をより簡単便利に活用していくために、各教室に大型ＴＶを順次購入しています。

現在、英語の授業でディジタル教科書のコンテンツを提示する際にプロジェクタを使用していますが、日当

たりのよい教室では明るさが不足し、遮光カーテンを入れてもやや見づらいという意見が生徒から上がっ

ています。また、プロジェクタ内蔵のスピーカでは、音量の調整に限界（大きくすると音割れを起こす）が

あり、特に英語科の教材では聞き取りにくい状況です。そこで教室で使用できる大型ＴＶを購入しました。

角度の調整で見やすさを変えられるほか、ＴＶ内蔵のスピーカからはクリアな音声を再生できます。１２月

の時点で、英語科の少人数授業が展開できる台数は準備できました。来年度予算で残りの台数を確保し、全

普通教室に１台配備します。音声を利用したコンテンツの利用や黒板を併用する授業での活用を考えてい

ます。 

 プロジェクタについては、リモート配信など大きく映して視聴する場面で活用していきます。全校や学年

単位で使用する場合は、音声は校内放送を利用することで大きな音で流す

ことができます。現在は全校朝礼や生徒会朝礼、各種全校向けの動画配信

等で活用しています。 

 ノートＰＣは、各種調査やアンケートで使用しています。道徳の授業で

の活用も始まりました。授業での使用については、教科ごとに準備を進め

ています。ただ、使用するにあたっての課題も多く、解決するための工夫

やアイディアを出し合っています。全面的な活用についてはもうしばらく

お待ちください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これからの主な予定 

12 月 

24 日(金) 終業式 

25 日(土) 冬季休業日始 

29 日(水) 学校閉庁日 (1 月 3 日まで) 

１月 

7 日(金) 始業式 安全指導 3 学期給食始 

10 日(月・祝) 成人の日 

12 日(水) 都立高校推薦入試出願(始) 

14 日(金) 新入生保護者説明会 漢字検定 

17 日(月) 生徒会朝礼 1 年スキー移動教室事前検診 

21 日(金) 安全指導 英語検定 

22 日(土) 新入生標準服採寸 10 時～12 時(体育館) 

24 日(月) 2 年スキー移動教室事前検診 

25 日(火)～27 日(木) 1 年スキー移動教室 

26 日(水)・27 日(木) 都立高校推薦選抜 

30 日(日)～ 1 日(火) 2 年スキー移動教室 

31 日(月) 都立高校 1 次・前期入試出願(始) 

生徒の活躍 

税の作文 

        

清瀬市教育委員会 教育長賞 

  ３年Ｂ組   

公益社団法人 

 東村山法人会 会長賞 

   ３年Ｂ組   

 

税の標語 

 

清瀬市教育委員会 教育長賞 

  ３年Ｂ組   

 

おめでとうございます。 

保護者の皆様へのお願い 

 １２月２９日（水）から１月３日

（月）までは、職員の勤務はありませ

ん。この間、お子様が大きな事故に遭っ

たり、新型コロナウイルスの感染が判明

したりしたときなどは、清瀬市役所にご

連絡をお願いいたします。清瀬市役所の

守衛が対応いたしますので、学校名、学

年・学級、生徒名、連絡先をお伝えくだ

さい。折り返し、清瀬市教育委員会の担

当者からご連絡させていただき、詳細を

お聞きすることになっています。ご理

解、ご協力のほど、よろしくお願いいた

します。 

清瀬市役所（代表） 042-492-5111 


